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1. すべての家庭の日常生活に欠くことのできぬ生鮮

食料品が，その供給において不安定であ り価格変動 がは

げし く，し かも年々上昇傾向にあるこ とは， わが国にお

ける生活問題の うち，早急に解決を要ナる最 も緊要 なも

のの一つである とし て，政治的また経済的関係方面でそ

の対策に鋭意取 り組まれている。この ような動向 の中に

おい て，各家庭自体にあっても, 生産お よび流通機構に

おけ る安定価格，適正価格 の確 立への努力 を要望 ナると

共 に，そ の消費 のしか たの改善工夫 に僥 みなき努力 を傾

け，相共 に問題解決 の方 策を見出 さねば ならぬと考 える

のであ る。
2. 生鮮食料 品の流 通過程 におけ るその流通量 および

価 格変化 を観察し，特 に消費 者との接 点にあたる小 売に

つい て問題 点を分析 する。

3. 生鮮食料品 を取扱 う小 売店は，従来 におい て 仏

単 なる流通機能 のみで なくあ る程度の調理機 能をも果 た

し てい たが，今日におい てはこの機 能が一 層要求されて

い ることが指摘される。家庭 における食料備蓄 の浅さは

生鮮 食料 品の供 給の不安定性 を緩 和する力 を弱 め，家庭

における調 理機 能の縮小 は小 売マージンの高率化 の要因

となることが推 測される。現 在の趨勢 である家 事作業の

「社会化」 とい う合理性の導入の中に潜む問題点の究明

と人 間生 活に必要である「生 命ある物質」 の効果 的な摂

取とい うことの意義の認識とその実現とを，改めて真剣

に考えねばならない。


